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1 河川の総合的な保全と利用に関する基本方針

(1) 郷本川流域の概要

川は、 村と 町の境界を成す 山（標高202.9m）付近に源を発し、山間に郷本 和島 三島 笠抜
ご う も と わ し ま み し ま か さぬき

谷底平野を形成しつつ蛇行しながら北に向かい、左支川 川、右支川 川、 川保内 小島谷 荒巻
ほ な い お じ ま や あらまき

を合流し、北西に向きを変えて、 町の丘陵地帯を縫うように流れ、同町郷本において日寺泊
てらどまり

本海に注ぐ、流域面積30.78km 、幹川流路延長12.3kmの二級河川です。2

その流域は和島村を中心に、上流域に 町、下流域に寺泊町の一部が属しており、出雲崎
いず も ざ き

本水系の治水、利水、環境についての意義は大きいものとなっています。

流域の地形は、郷本川によって形成された沖積低地を中心に、南部は「三島丘陵」、北部

は「寺泊丘陵」と呼ばれる丘陵地帯となっています。これらの丘陵は、寺泊層にみられる砂岩、

頁岩互層の固結堆積物（砕屑岩）、海岸沿いの砂岩、泥岩互層で構成される 層と呼ば椎谷
し い や

れる固結堆積物から成り、沖積低地はシルトや砂で構成される堆積物が覆っています。

流域の気候は、日本海型気候を示し、夏は高温多湿、冬は北西よりの強い季節風が吹き

ます。平均気温は約13℃、年平均降水量は約1,650mmで全国平均の約1,700mmとほぼ同

程度です。一方、冬季の降雪量は県内の豪雪地帯と比べると少なく、最深積雪も多い年で

50cmを若干上回る程度です。

流域での人々の営みは歴史的に古く、旧石器時代からの記録が残されています。また、

国指定史跡「 」や、郷本川に隣接して発掘された「奈良崎遺跡」などの歴史八幡林官衙遺跡
はちまんばやしかんが な ら さ き

的文化資源が点在し、さらに、和島村は良寛（1758－1833年）終焉の地として知られており、
りょうかん

国道116号沿線の道の駅「良寛の里」など、良寛に縁のある観光施設が多く見られます。

河川及び流域の環境については、郷本川流域内の植生は、上流域と下流域では、主にコ

ナラ等の二次林が広がっており、所々にスギ等の植林地が見られます。中流域は、その大部

分が水田となっているため、スズメノテッポウ、イヌビエやコナギなどの水田雑草群落を中心と

した植生となっています。

上流域は丘陵地帯となっており、郷本川は山間部の比較的平坦な地形の中を緩やかに

蛇行しながら流れています。河川の大部分は用水路の様相を呈しており、河川周辺の植生

との連続性はあまり見られませんが、河道内にはマコモやミゾソバ等の抽水植物群落が繁茂

しており、モツゴやアブラハヤ等の魚類の良好な生息場所となっています。また、水際ではキ

セキレイが水生昆虫等を捕食しています。

中流域では、市街地を囲むように広がる田園地帯の中を、瀬や淵を断続的に形成しなが
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ら緩やかに流れており、コイ、ウグイやオイカワなどの魚類が生息しています。なお、かんが

い期には中堰頭首工の運用により、その上流約１kmに渡り湛水区間となります。市街地域に
なかぜき

おいては、河岸はコンクリート護岸となっていますが、水際にはマコモ等の抽水植物群落が

形成されており、水位の低い非かんがい期には、河床にヒルムシロ科の沈水植物群落が見ら

れます。また、水面から出ている木杭に止まり採餌しようとするカワセミの姿も見られます。一

方、田園地域においては、中州を形成している箇所もあり、水際にマコモ、ヨシやミゾソバ等

の抽水植物群落が繁茂しています。また、浅瀬はアオサギ等の採餌場となっています。

下流域は、山間部の比較的平坦な地形の中を流れた後、丘陵地帯を人工的に開削した

区間を経て日本海に注いでいます。河口部を除き河道幅は比較的広く、流れは緩やかで、

瀬と淵が連続し、コイ、ウグイやオイカワ等の良好な生息空間となっており、水深が浅く流れ

が緩やかな水際では、絶滅危惧Ⅱ類であるメダカが確認されています。水際や中州には土

砂が堆積し、ヨシ等の抽水植物群落が形成されています。また、比較的広い河川敷にはオ

オイヌタデ等を中心とした１年生低茎草本群落やススキ等を中心とした多年生高茎草本群落

が発達し、ホオジロ等の鳥類の生息場所となっています。なお、河口付近は落差工の形態と

なっているため、海と川を往来する回遊魚は、腹部に吸盤を持つトウヨシノボリしか確認され

ていません。

水質に関しては、 は環境基準Ｂ類型に指定されており、環境基準点である郷本橋郷本川

上流における公共用水域水質測定結果では、平成6～10年の5年間のＢＯＤ（75％値）は2.5

～3.0mg/l程度で、環境基準値（3mg/l以下）の上限に近い水質で推移しています。

郷本川水系における治水事業は、明治初期に開始された大河津分水路工事により分断さ
おお こ う づ

れることとなった、旧島崎川の放水路開削に端を発します。
しまざき

かつて大河津分水路が開削される以前は、三島郡周辺では旧 川が蛇行しながら北島崎

上し、出雲崎町から和島村を経て寺泊町を流れ、分水町で信濃川の支流である西川と合流
ぶんすい にし

していました。当時旧島崎川は新潟港と旧島崎川背後地とを結ぶ舟運の経路として利用さ

れており、この舟運の目的と農耕水利利用のために治水工事はほとんど実施されず、信濃

川が増水し氾濫するたびに、その水が旧島崎川を逆流し、沿川各地は度々大きな水害に見

舞われていました。

郷本川は、このような度重なる水害の抜本的対策として、旧島崎川の支川を利用して郷本

浜 へ分水するための排水路として元禄期の頃に計画され、1768（明和5）年に地から日本海

元から出された工事施工願を受けて1774（安永3）年に工事が開始されました。本格的な工

事は、1870(明治3)年の大河津分水路工事の開始により、旧島崎川が西川から遮断され排
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水不良となることから1872（明治5）年に始まり、1873（明治6）年にようやく完成しましたが、す

べてが人力による工事であったため、川幅も深さもまだ十分なものではありませんでした。

その後、1922（大正11）年の 分水路工事の竣工により、旧島崎川は西川と完全に大河津

分断されてしまったため、その代償工事として、丘陵に挟まれた旧島崎川流域の水を直接日

本海に注ぐようにするための排水路として、郷本川、 川（現在の島崎川）、新島崎川の治落水
おちみず

水工事が実施されました。郷本川の工事は明治6年に開削された流路を拡幅するもので、

1922（大正11）年5月に着手され、その翌年の1923（大正12）年9月に竣工しました。

これらの河川改修により、郷本川流域における水害による被害は大幅に軽減されました。

しかしながら、昭和36年8月の集中豪雨は、丘陵に挟まれた低地部を中心に966haに及ぶ浸

水と、浸水家屋809戸（床上浸水416戸、床下浸水393戸）という大被害をもたらし、河口部で

は著しく河道が埋塞しました。このため、昭和37年～41年に河口部において改修が行われ、

また、昭和41年～47年にかけて、県営土地改良事業により郷本隧道を含む延長約3,500ｍ

の改修が行われました。

その後も、豪雨などによる洪水で、昭和51年に26ha（浸水家屋28戸）、昭和53年に740ha

（浸水家屋150戸）、昭和63年には50ha（浸水家屋6戸）の浸水被害を受けたため、昭和63年

より、河口から改修延長10,570mの区間に対して河積拡大、堀込み河道を基本とした改修を

進めているものの、平成7年7月にも床下浸水5戸を含む213haの浸水被害が発生しており、

地域住民の治水に対する不安は、いまだ解消していません。

なお、河口付近の地盤高は、寺泊港の既往最高水位（T.P.+1.02m，S31.12.5）より高いた

め、過去に高潮による災害の発生はありません。

郷本川水系の河川の沿川には、源流域である笠抜山北西麓河川水の利用については、

より河口付近までほぼ全域に水田が広がっており、稲作が盛んな地域です。そのため、郷本

川流域の流水は、丘陵地帯の谷間に点在する溜池とともに、古くからかんがい用水として利

用されていますが、流域内の水田の受益面積約380haのうち、本水系の河川である郷本川、

荒巻川、小島谷川からの取水による受益面積が127haであるのに対し、他水系である信濃川

や島崎川からの取水による受益面積が約253haとなっており、全体のほぼ3分の2は他水系か

らの取水が占めています。
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２ 明治時代

郷本川は、度重なる水害の抜本的対策と

して日本海に向けて開削された放水路です。

その工事は1774(安永3)年に始まり、明治

初期の大河津分水路工事開始に伴って、

1873(明治6)年にようやく完成しましたが、人

力による工事であったため、まだ十分なもの

ではありませんでした。

１ 江戸時代

かつては、旧島崎川が西川と合流して信

濃川に注ぎ、新潟港と島崎川背後地とを結

ぶ舟運の経路として利用されていました。郷

本川はまだ存在していませんでした。
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３ 大河津分水路の通水

1922(大正11)年に大河津分水路が通水

し、旧島崎川は西川と分断されたため、落

水川(現在の島崎川)、郷本川、新島崎川の

治水工事が実施されました。郷本川の工事

は1923(大正11)年に完成しました。

そのころ、落水川、郷本川、新島崎川は

すべてつながっていました。

４ 現在の郷本川

現在は、島崎川、郷本川、新島崎川が完

全に分離し、それぞれが独立して日本海に

注いでいます。
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(2) 河川の総合的な保全と利用に関する基本方針

郷本川水系における河川の総合的な保全と利用に関する基本方針としては、河川工

事の現状、水害発生の状況、河川の利用の現況及び河川環境の保全を考慮し、また、

関連地域の社会経済の発展に対応するよう「新潟県長期総合計画 「新潟県環境基本」、

計画」等との整合をとり、土地改良事業等の関連事業と調整して、水源から河口まで

一貫した計画のもとに、次のように河川の整備を図るものとします。

災害の発生の防止又は軽減に関しては、土地利用状況や過去の主要な洪水の規模を勘

案し、戦後最大洪水である昭和36年8月洪水を踏まえ、郷本川下流域の基準地点志戸橋に

おいて、概ね30年に1度の確率で発生する規模の降雨による洪水を安全に流下させることを

目指すものとして、河床掘削等による河積拡大と護岸工事等による河岸の防御により洪水の

安全な流下を図ります。

また、洪水等の発生時の被害を最小限に抑えるため、洪水情報の収集、提供を行い、地

域の水防活動を支援します。

河川水の利用に関しては、流域内の水田におけるかんがい面積の約3分の2が、信濃川、

島崎川からの取水により供給を受けており、これらの還元水と相まって、水量の不足する夏

期においても近年顕著な渇水被害は発生していないことから、今後も河川流況及び農業用

水を中心とした利水の状況等を把握しつつ、適正かつ効果的な水利用が図られるように努

めます。また、渇水時における河川パトロールを実施して渇水状況を把握するとともに、被害

軽減のための情報提供を行います。

河川環境の整備と保全に関しては、田園地帯を流れ、里山を背景としたふるさとの原風景

ともいうべき景観を有する河川環境との調和を図るとともに、人家に近いところでは、歴史・文

化施設や学校、公園、緑地等と一体的に利用でき、世代を越えた人々の交流の場、自然体

験や学習の場とするなど、人と地域に活力を与え、地域発展に寄与することを目指し、人と

河川との豊かなふれあいの場となるような水辺空間の確保に努めます。また、良寛を代表と

する貴重な歴史的・文化的な背景を有していることや、郷本川に隣接して「 遺跡」が奈良崎

発掘されていることなどを踏まえ、周辺の歴史遺産にも配慮するように努めます。

河川が地域の共有財産であるという認識の基に、災害の発河川の維持管理に関しては、

生の防止や、河川の適正な利用、流水の正常な機能の維持、河川環境の整備と保全等の
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観点から総合的に判断し、適切に行うものとします。特に、郷本川は河川の縦断勾配が緩く、

また、かんがい利用のための取水堰の運用による湛水の状況などから、河道内に土砂が堆

積し草本の繁茂が進んでいるため、定期的な巡視、点検等を行い、現状のみお筋を確保す

るなど動植物の保護、景観の保全等に配慮しながら、埋塞土砂の除去等を行います。

また、河川の維持管理は、流域の人々の理解と協力なくしてはできないことから、地域の

連携や協力体制づくりに努めながら、河川美化を行っていきます。
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２ 河川の整備の基本となるべき事項

(1) 基本高水並びにその河道への配分に関する事項

郷本川の基本高水のピーク流量は、流域の開発状況及び戦後最大の被害が生じた昭和

36年8月等の過去の主要な洪水を踏まえ、概ね30年に1度の確率で発生する規模の洪水に

対処するため、基準地点志戸橋において340m /sとします。3

基本高水ピーク流量等の一覧表
（単位： ）m /s3

河川名 基準地点 基本高水の 洪水調節施設 河道への
ピーク流量 による調節流量 配分流量

郷本川 志戸橋 340 － 340

(2) 主要な地点における計画高水流量に関する事項

計画高水流量は、基準地点志戸橋において340m /sとします。3

郷本川水系計画高水流量配分図

■ 志戸橋

■ ：基準地点

日
本
海

340m3/s
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(3) 主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る川幅に関する事項

本水系の主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る概ねの川幅は次表のと

おりとします。

主要な地点における計画高水位及び川幅一覧表

河川名 地点名 河口からの距離 計画高水位 川幅
(km) T.P. (m) (m)

郷本川 志戸橋 0.59 +12.01 41

（注）T.P. ：東京湾中等潮位

(4) 主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量に関する事項

郷本川水系における既得水利としては、農業用水として、しろかき期0.193m /s、普通期3

0.148m /sの許可水利と、約88haの慣行水利があります。3

また、流域内の水田におけるかんがい面積の約3分の2が信濃川、島崎川からの取水によ

り供給を受けており、これらの還元水と相まって、水量の不足する夏期においても近年顕著

な渇水被害は発生していません。

このような状況を踏まえて、流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、今

後、流況や利水等の河川状況の把握に努め、流水の占用、動植物の生息地又は生育地の

状況、流水の清潔の保持の観点から、調査検討し設定します。
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郷本川水系図 
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